
、
漂
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s
試
、
嚢

黙

蔽
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v
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瓢『
爵
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灘
賦

嚢

震

、
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置嚢．
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醸
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．
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鑓
霧

　
　
　
鞭
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昭和57年9月1日

　
過
去
の
例
を
見
て
も
、
大
き
な
地
震
の
と
き
は
必
ず
と
い
つ
て
い
め
ほ
ど
火

災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
地
震
そ
の
も
の
に
よ
る
被
害
よ
り
も
火
災

に
よ
る
被
害
の
ほ
う
が
大
き
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
約
十
万
人
の
死
者
を
出
し
た
関
東
大
地
震
（
大
正
十
二
年
、
マ
グ
ニ
チ
ユ
ー

ド
七
・
九
）
も
、
火
災
が
発
生
し
な
か
っ
た
ら
、
あ
れ
ほ
ど
の
大
惨
事
に
な
ら

ず
に
済
ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
震
が
起
こ
っ
た
ら
火
事
を
出
さ
な
い
よ
う
、
ま
た
、
火
事
に
な
つ
て
も
初

期
の
う
ち
に
消
し
止
め
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

瞳怖いのは火事だ

日は防災の日＞く9月1

　
〈
消
火
の
チ
ャ
ン
ス
〉

、
大
揺
れ
の
最
中
に
は
消
火
で
き
な
く

て
も
、
第
二
・
第
三
の
機
会
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
ず
、

行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
▼
大
揺
れ
の
前
の
小
さ
な
上
下
動
（

初
期
微
動
）
を
感
じ
た
段
階
で
、
早
目

に
火
の
始
末
を
し
ま
す
。

　
▼
火
災
は
、
そ
の
時
の
状
況
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
が
、
火
元
か
ら
周
囲
の

可
燃
物
（
カ
ー
テ
ン
、
ふ
す
ま
な
ど
）

へ
、
さ
ら
に
壁
板
か
ら
天
井
へ
と
燃
え

移
る
ま
で
に
は
三
ー
五
分
か
か
り
ま
す
。

大
き
な
揺
れ
は
、
普
通
、
一
分
程
度
で

収
ま
り
、
そ
れ
か
ら
消
し
て
も
遅
く
は

な
い
の
で
、
あ
き
ら
め
ず
消
火
に
当
た

り
ま
す
。

　
▼
石
油
ス
ト
ー
ブ
に
よ
る
火
災
は
、

出
火
後
二
分
程
度
以
内
な
ら
ば
、
ぼ
や

程
度
で
消
火
で
き
る
こ
と
が
実
験
で
分

か
っ
て
い
ま
す
の
で
、
あ
わ
て
ず
確
実

に
消
火
し
ま
し
よ
う
。

　
〈
火
は
元
か
ら
断
つ
〉

　
グ
ラ
ッ
と
き
た
と
き
、
初
め
の
揺
れ

が
行
動
の
自
由
を
奪
う
ほ
ど
の
も
の
で

　
　
　
じ
し

な
い
と
き
は
、
火
の
始
末
を
先
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
い
き
な
り

激
し
く
揺
れ
る
と
き
は
、
テ
ー
ブ
ル
や

机
な
ど
丈
夫
な
家
具
の
下
に
身
を
寄
せ

て
、
し
ば
ら
く
様
子
を
見
ま
す
。

　
揺
れ
が
収
ま
っ
て
行
動
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
ら
、
ま
ず
、
大
声
で
「
火
を

消
せ
！
」
と
叫
ぶ
こ
と
。
自
分
自
身
を

冷
静
に
す
る
き
っ
か
け
に
な
る
ば
か
り

か
、
隣
近
所
へ
の
呼
び
か
け
に
も
な
り

ま
す
。

　
使
用
中
の
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
ガ
ス
器

具
は
元
栓
を
閉
め
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
は

コ
ッ
ク
を
閉
め
て
消
し
、
電
気
器
具
類

は
コ
ー
ド
を
抜
き
ま
す
。

　
〈
頼
り
に
な
る
隣
近
所
〉

　
大
き
な
地
震
が
発
生
す
れ
ば
、
公
共

施
設
も
被
害
を
受
け
、
消
防
車
が
到
着

で
き
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
ふ
だ
ん
か
ら
最
悪

の
場
合
を
想
定
し
た
自
己
防
衛
策
を
立

て
た
り
、
隣
近
所
と
話
し
合
っ
て
お
き
、

い
ざ
と
い
う
時
協
力
し
合
え
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

礒羅

　
　
　
産

八
罫
サ
畢
来
襲

し
た
台
風
十
号
に
よ
り
、
本
村
で
も
、

稲
、
桑
、
大
豆
、
栗
等
の
農
産
物
に
被

害
が
発
生
い
た
し
ま
し
た
。
八
月
三
日

産
業
、
土
地
改
良
課
に
て
被
害
調
査
を

行
い
、
第
一
報
を
県
へ
報
告
い
た
し
ま

し
た
。
・

　
表
に
つ
い
て
は
、
八
月
十
六
日
に
県

関
係
機
関
と
村
の
合
同
被
害
調
査
を
行

い
、
最
終
の
被
害
状
況
を
ま
と
め
た
も

の
で
す
。

　
被
害
発
生
後
も
天
候
不
順
が
続
き
、

農
作
物
の
生
育
に
障
害
が
見
ら
れ
る
ほ

遜
轟
鰯
轟
盟
翻
璽
鑛
鞭
灘

　
　
　
　
　
　
耀
響
嚢
鍵
罷
鷺
報
告

〈
水
を
か
ぷ
っ
た
大
豆
（
上
新
田
）

○
多

場
も
多
数
あ
り
ま
す
の
で
～
　
今
後
の

農
作
物
の
管
理
に
は
充
分
注
意
し
て
下

さ
い
。

　
農
産
物
の
種
類
別
被
害

、農作物名 作付面積

　ha

糖醸
　ha

被害程度別面積 収灘康

1鱒醸
　ha

10アー
当たり

腿
　
㎏ ’

減収量

　㎏

単　賃

㈱

。腿

　額
千円

脱
揚
阯
の
農
家

備考30％

　未満

30％

49％

50～
　69％

70～

89％

90～

100％

稲 370 12σ 120 0 0 0 0 18 402 72，360 300 21，708 0
豆 33 ’22 14．2 7．8 0 0 0 5．3 98 5，194 287 1，491 70　1

ユウリ 5 5 5 0 0 0 0 0．＆ 2，900 23，200
『’120 2，784 0

ス 5．5 5．5 5．5 0 0 0 0 0．8 3，600 28，800 150 45320 0
刈作物 5 5 5 0 0 0 0 0．8 5，500 44，000 16 704 0
く　り 77 65 39 ．25 1 0 0 16．5 186 30，690 286 8，777 47

桑 274 212 160 52 0 0 0 44．8 15 6，720 2，050 13，776 218

計 769．5・
434．5

傭爾職
348．7 84．8 1 0 0 87 53，560 335
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灘灘

灘
灘
灘
灘
灘

橋

九
十
歳
以
上
の
方
を

　
　
　
　
　
　
写
真
で
紹
介
（
九
月
［
日
現
在
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
南
村
の
最
高
齢
者
は
、
小
江
川
二

本
孝
寿
さ
ん
　
　
五
九
⊥
に
お
住
ま
い
の
橋
本
孝
寿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん
。
明
治
二
十
一
年
十
一
月
一
日
生

斉
藤
志
や
う
さ
ん

ま
れ
の
九
十
三
歳
で
す
。

　
家
族
の
方
の
お
話
に
よ
る
と
、
現
在

は
毎
日
寝
た
ま
ま
の
生
活
で
す
が
、
食

欲
は
あ
り
、
ご
は
ん
、
う
ど
ん
や
、
果

物
は
か
か
さ
ず
食
べ
ま
す
。
長
寿
の
秘

決
は
日
頃
の
摂
生
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
孝
寿
ざ
ん
は
、
健
康
に
い
い
と
い

わ
れ
る
こ
と
は
何
で
も
や
り
ま
し
た
が
、

何
よ
り
も
家
族
の
思
い
や
り
が
大
切
で

は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
女
性
の
最
高
齢
者
は
、
野
原
一
一
九

一
に
お
住
ま
い
の
斉
藤
志
や
う
さ
ん
、

明
治
二
十
二
年
三
月
二
日
生
ま
れ
の
九

十
三
歳
で
す
。
志
や
う
さ
ん
に
お
話
を

聞
く
と
…
…
…
特
別
な
健
康
法
は
な
い

が
、
好
き
き
ら
い
な
く
何
で
も
食
べ
、

よ
う
め
い
酒
を
飲
ん
で
い
ま
す
。
そ
し

て
冷
た
い
も
の
や
甘
い
も
の
は
き
け
る

よ
う
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
テ
レ
ビ
で
プ
ロ
レ
ス
を
見
る
の
が
好

き
で
、
今
年
中
に
や
し
ゃ
ご
が
一
一
人
に

な
る
と
い
う
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
し
た
。

坂
田
ま
す
き
ん

小
久
保
は
な
さ
ん

篠
田
み
祢
さ
ん

（

〆、
稲
村
ミ
ネ
さ
ん

高
橋
ト
メ
さ
ん

関
ロ
せ
い
さ
ん

長
寿
番
付

　
江
南
村
で
は
九
月
一
日
現
在
、
八
十

八
歳
以
上
の
お
年
寄
り
は
十
七
人
で
、

そ
の
う
ち
女
性
が
十
三
人
を
占
め
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
九
十
歳
以
上
に
つ
い
て

み
る
と
、
八
人
中
、
男
性
は
横
綱
の
橋

本
さ
ん
一
人
で
、
は
っ
き
り
女
性
上
位

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
世
紀
近
く
を
生
き
て
こ
ら
れ
た
み

な
さ
ん
、
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
そ
し
て
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
。

江
南
村
長
寿
番
付
（
轍
月
妬
現
駐
）

福
田
長
谷
持
田
関
口
蕪 橋
本
福
田

商’

橋

金令

木
関
口
高
橋
稲
村
篠
川

尖
f
呆

坂
田

斉
藤
士

橋
本
氏

勝 ．
川
光
一
み さ

嘉
四 な け ふ 乃 せ ト ミ み は ま

♂じ、

や 孝 名漆 治 ㌧、 く 郎 を、 し、 志 ぷ し》 メ
、
ネ 祢 な す う 寿

〃 〃 〃 〃 88 〃 〃 〃 89 〃 〃 90 91 〃 92 〃 93 年
齢

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃
明
治 生

27 26 26 26 26 26 26 26 25 25 25 25 23 23 23 22 21 年

1 12 10 9 9 7 6 5 10 5 4 1 9 6 4 3 11 月

5 4 12 20 14 7 25 3 5 1 15 21 18 28 8 2 1
日

上
新

＝
一 樋 成 饗 樋 成 羨 押 須 押

コ
ー

塩
押 里予 ノ1・

江
田 杢 春 沢 広 春 沢 甕 切 切 本 七 切 原 川 住
一 三 『『五 二 一 二 五 三 二 二 二 一 四 ＝ 一 二
六

公
／
、 三 一

ノ～ 九 一 七 1 五 九 ＝ 四 二 一 一
三 五 二 五 五 五 五 ＝

一 二 二 一
エ
ノ
、 四 ○ 九 五 所1 1 六 八 四 ○ 一 九

二 ＝
一 1 1 1 1

一 一 三 一
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灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縣

　
　
　
　
　
　
　
　
箋

・
嚢
難

　
　
　
　
ば
申
告
で
き
ま
す
。

　
県
営
住
宅
へ
の
入
居
は
、
　
「
申
告
登

録
制
度
」
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の

制
度
は
入
居
を
希
望
す
る
方
か
ら
申
告

を
し
て
も
ら
い
、
優
先
度
に
従
っ
て
登

録
を
行
い
、
順
次
入
居
し
て
い
た
だ
く

制
度
で
す
。

　
昨
年
度
登
録
を
し
た
方
は
、
今
回
申

告
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し

登
録
内
容
（
新
築
か
ら
空
家
へ
、
空
家

か
ら
新
築
へ
、
種
別
、
希
望
地
）
を
変

更
す
る
方
は
再
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
　
次
の
①
～
④
を
す
べ
て
満
た

　
　
　
　
し
て
い
る
方
。

①
県
内
に
住
所
又
は
勤
務
場
所
が
あ

　
る
こ
と
。

②
現
に
同
居
し
、
又
は
同
居
し
ょ
う

　
と
す
る
親
族
（
内
縁
関
係
及
び
婚
約

　
者
を
含
む
）
が
あ
る
こ
と
。
た
だ
し

　
単
身
者
で
も
一
定
の
要
件
を
満
た
せ

麗i羅難灘蓮．螺灘難轟蕪螺灘懇藻鱗雛鞭響叢蝶議麺難鞭欝
震i　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　醸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みんなのひろばは、みなさんの罐

　詩、短歌など投稿をお待ちしてい

　ます。

　　紙上匿名はさしつかえありませ

　んが、原稿には住所、氏名、年齢

　を書いてください。

　〉送り先江南村大字柴9－1
　　　　　江南村役場／総務課
『レしあきり毎月10日とします。

　〉問い合わせは　総務課広報係

　　　　　電話　　（36）1521
鍵

騰糞．難灘灘螺箋．繋、、羅講蕪㌔、難羅懸鍵繋誕縣灘難灘

③
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が

　
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

④
最
近
の
一
年
間
の
総
収
入
が
一
定

　
の
基
準
以
内
で
あ
る
こ
と
。

▼
申
込
用
紙
の
配
布

　
　
昭
和
五
十
七
年
八
月
九
日
～
九
月

　
位
　
単A表（給与所得者1人の場合）

種　別

現に同居し又は同居しようとする親族（本人を除く）及び遠隔地扶養者数

o人（単身葡 1人 2人 3人 4人 5入 6人

県
営き
住
る
宅
年
に
間
申
総
し
収
込入
み
金
で
額

第2種
　　　9

　　5
1，705，999

　　　0

　　1
2，121，999

　　　0

　　1
2，5詣，999

　　　0

　　1
2，949，999

　　　0

　　1
3，317，501

　　　0

　　1
3，680，001

　　　0

　　5
4，0姐，501

第1種
　　　0

　　1
2，631，9弱

2，12，000

　　1
3，040，001

2，536，00ひ

　　1
3，402，501

2，950，00D

　　f
3，765，001

3，317，502

　　5
4，1π，501

3，680，002

　　∫

4，490，001

4，042，502

　　∫

4852501
，　　　　，

、別県営住宅

上　尾
じラコバ団②

3，040，0αi

　　∫

3，595，001

3，402，502

　　～

3，957，501

3，7砺，002

　　～

4，320，001

4，127，502

　　1
4，6紹，501

4，49D，002

　　f
5，045，001

4，852，502

　　1
5，407，501

）
）

鍵難欝麟一蟹欝

十
七
日
の
問
に
江
南
村
役
場
建
設
課
、

熊
谷
地
方
県
民
セ
ン
タ
ー
、
住
宅
サ

　
ー
ビ
ス
公
社
熊
谷
支
所
等
で
配
布
。

▼
受
付
期
間
と
受
付
場
所

　
八
月
十
七
日
㈹
～
九
月
十
日
働
ま

　
で
、
午
前
十
時
～
午
後
三
時
の
間
に

　
江
南
村
役
場
建
設
課
で
受
付
け
。

位単B表（事業所得者1人の場合）

種　別

現に同居し又は同居しようとする親族（本人を除く）及び遠隔地扶養者数

o入禅身者 1入 2入 3人 駄 5人 も人

第2種
　　　0

　　I
I，044，00D

　　　0

　　1
1，3鈎，000

　　　O

　　f
1，6拠，001

　　　0

　　1
1，914，000

　　　0

　　1
2，2艇，000

　　　0

　　5
2，49多，000

　　　　0

　　∫

2，7組，000
県
営き
住る宅
年
に
間
申
総
し
所
込
得
で
額

第1種
1，0砿001

　　1
1，6認，000

1，3鈎，001

　　1
1，9毘，000

1，6拠，001

　　1

227200D
，　　　　，

1，914，001

　　1
2，5成，000

2，204，001

　　1
2，852，00D

2，4曳，001

　　1
3，142，00D

2，7組，001

　　1
3，4鎗，00D

み金・
別県営住宅

上　尾
1シラコバト励

1，9紹，001

　　～

2，426，00D

2，2η，001

　　【

2，716，000

2，5劔，001

　　∫

3，006，00D

2，852，001

　　1
3，296，000

3，1姐，001

　　1
3．5％，00D

3，4認，001

　　1
3，876，000

（
北
小
）

議

6年中島正美

遙
灘
灘
、
．
．

）
、
）

百合子5年芝

3年松葉紀子
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7互

へ
（

コイン・ゲーム

　
　
⇒

　　廠ε親帥ずかつたでしよ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　3

　　　　　　　　　　こうなん文芸一

暮
な
ず
む
谷
川
岳
に
雲
涌
き
て

　
や
が
て
降
り
出
す
大
粒
の
雨

普
請
場
の

　
　
槌
音
ひ
び
く

　
　
　
薄
暑
か
な

く
ち
な
し
の

　
　
甘
き
香
り
や

　
　
　
垣
根
ご
し

農
休
み

　
　
老
い
も
若
き
の

　
　
　
唄
に
和
し

あ
が
り
つ
つ

　
　
日
毎
に
咲
け
り

　
　
　
立
葵

初
成
り
の

　
　
カ
ボ
チ
ャ
供
え
て

　
　
　
原
爆
忌

　
　
押
切
新
井
加
津

君
喋

　
　
　
オ

、　
　
　
筋

勇や
⑬
物さ

葡
蝋

　
　
　
＼
一
多

　
　
ご
は
ん
c

　
　
マ
す
よ
1

禍

盈
　
）

県
暮
取

　
　
　
篭
と

お
し
け
が

　
イ
つ
　
　
め

出
5
そ
フ
て

　
も
そ
や
車

　
　
　
　
　
　
　
蜜

　
　
　
　
　
融
読

　
　
　
礁

　
　
　
　
　
　
、
工

　
　
　
　
　
蝸
6

　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
多

　
　
　
9

（

（歳脇饗

ミ
，
，
…
癖
劇
蛙
蓑
麟
η
却

　
　
　
　
　
い
ヶ
マ
ツ
ム
シ
の
音
は
鈴
み
た
い
で

　
　
　
　
　
す
し
、
リ
ー
ン
リ
ン
と
い
う
ス
ズ
ム

　
「
虫
と
い
う
字
は
、
昔
は
“
轟
”

と
書
い
た
ん
で
す
っ
て
ね
。
虫
が
い

っ
ぱ
い
い
た
か
ら
虫
の
字
を
三
つ
も

書
い
た
の
か
し
ら
。
」

　
と
、
あ
る
小
学
生
が
言
っ
た
そ
う

で
す
。
も
う
忘
れ
か
け
て
い
る
古
い

字
で
す
が
、
な
る
ほ
ど
虫
が
に
ぎ
や

か
に
鳴
い
て
い
る
よ
う
で
も
あ
り
、

ウ
ジ
ャ
ウ
ジ
ャ

と
轟
（
う
ご
め
）

い
て
い
る
よ
う

な
感
じ
で
も
あ

り
ま
す
。

シ
の
音
は
松
風
を
思
わ
せ
ま
す
か
ら
、

反
対
の
方
が
良
か
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　
風
流
な
日
本
人
は
、
昔
か
ら
虫
を

愛
し
て
い
ま
し
た
。
中
世
京
都
の
嵯

峨
野
辺
り
で
は
“
虫
聞
き
”
が
年
中

行
事
に
な
っ
て
い
た
と
か
。
江
戸
時

駿
鴛
韓
篇
鐙

て
い
ま
し
た
。
今
デ
パ
ー
ト
の
金
魚

秋
の
虫

　
チ
ン
チ
ン
鉦
（
か
ね
）
を
た
た
く

よ
う
に
鳴
く
カ
ネ
ダ
タ
キ
。
ガ
チ
ャ

ガ
チ
ャ
と
馬
が
く
つ
わ
を
鳴
ら
す
よ

う
な
音
を
た
て
る
ク
ツ
ワ
ム
シ
。
ウ

マ
オ
イ
は
、
ス
イ
ッ
チ
ョ
と
い
う
音

が
、
馬
を
し
か
る
時
に
舌
う
ち
す
る

音
と
似
て
い
る
か
ら
こ
の
名
が
あ
る

と
か
。
コ
オ
ロ
ギ
は
〃
肩
さ
せ
裾
（
す

そ
）
さ
せ
”
と
鳴
い
て
秋
の
深
ま
り

を
知
ら
せ
て
い
る
の
だ
と
も
言
い
ま

す
。　
ス
ズ
ム
シ
と
マ
ツ
ム
シ
の
名
は
、

平
安
時
代
に
は
、
今
と
反
対
だ
っ
た

売
り
場
辺
り
で
、

ス
ズ
ム
シ
、
マ

　
　
　
　

ツ
ム
シ
　
ク
ツ

ワ
ム
シ
な
ど
を

売
っ
て
い
ま
す

が
、
虫
売
り
は
昔
か
ら
あ
っ
た
の
で

す
。　
寛
政
年
問
（
一
七
八
九
～
一
八
〇

一
）
に
は
虫
屋
が
人
工
飼
育
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
た
と
も
言
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
虫
の
音
を

、
■
㌧

　
月
　
　
愛
（
め
）
で

　
”
　
　
る
日
本
人
の

　
　
　
　
優
雅
な
心
を

師
　
　
　
い
つ
ま
で
も

　
　
　
　
・
失
い
た
く

　
　
　
　
い
で
す
ね

嶽
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　　　　　　　　　　　　　　　いちぱ
謹鷲鐸灘轟響諒◎聴串場鍵嚢嚢．

問い合わせは　　　　　●

詳しくは、下記にお問い合

せください。
f斐　　　　　　　　場　（36）　1　5　2　1

体育館（36）5468
浄　水　場（36）4740
老人センター（36）5600
清掃センター（36）5745

1）

）

㌧）’

）

　　三才児検診
iOとき
：　　9月20口（月）～9月2111（火）

i　受付午後1時～1時30分

iO対象者
　〉2011…昭和53年9月111－54：
i　　年2月28Li　　i
　〉2111…昭和54年3111日～54：

i　　年8月3川　　　i
　Oところ　江南村立保育所　　　　i
i※指定されたI　lに受診できない方　i

iはどちらか都合倣い旧こ受1ナi
i　てください。

　　1才6カ月児検診

　Oとき　　　　　　　i
i9月・7H㈹鮒け犠塒一i
i　　　　　1時30分
：Oところ　母子健康センター
O対象者　昭和56年1月生～56年

　　　3月生

　短期県民大学

　受講生を募集
コミュニティやボランティア活
動をしている方々に学習の場を提

i　50名・20歳以上の県民又は県内

　に通勤・通学している者で、コ
：　　ミュニティやボランティヲ活動
i　を行ったり、関心のある者。

lO申込方法
i　受講申込書に所定事項を記人し
9月20LIまでに、熊谷地方県民　：

センターあてに申込んでくださ　：

いo

なお、其月巨艮内でも定員1こなりし　i

だい締め切ります。

O間い合せ
　〉熊谷地方県民センター
　（電）24－1110（直通）
　〉役場・企画，課（内線21）

　NHK学園秋の
　受講生を募集中
NHK学園では、昭和57年度禾火

iの「社会通f、㌻講座」の受講者を募

i集しています。
：　この通f、㌻講座の利点は、リポー

i　トの添削が中心で、だれでも自宅

埼玉県の特産品

　と観光展の開催
県では、各地域の特色を生かし
た素朴で味わいのある特産品や、

自然味あふれる観光地と史跡を広
く紹介するため「埼玉の特産品と

iにいながら自分の都合のよい時間　i立川清登さんと、その仲間たちが　i

鹸
憲
舗
難
催
鶴
霧
聾
郵
藝

O
　
　
　
　
O
O
　
．
O
　
　
　
　
　
…
　
　
　
、
昌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
の
給
付
や
保
護
施
設
の
拡
充
な
ど
い
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
い
ろ
な
施
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
鯛
響
　
　
…
税
金
面
で
も
お
年
寄
り
の
方
に
は
多

　
　
　
　
京
K
キ
　
　
　
。
　
…
　
く
の
特
典
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
た

　
　
　
　
東
H
ガ
　
　
　
す
　
一

　
　
　
　
は
N
ハ
　
　
　
で
　
…
　
と
え
ば
、
六
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
で

　
H
求
た
・
て
　
莇
料
…
　
年
間
の
所
得
金
額
が
一
千
万
円
以
下
の

　
3
0
請
ま
3
6
あ
　
3
無
…
　
、

　
月
の
K
象
係
　
。
｝
は
　
一
　
人
は
　
所
得
税
を
計
算
す
る
と
き
次
の

叩
船
胎
難
講
…
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
．

間
日
案
の
士
信
だ
2
5
．
…
①
老
年
者
控
除
所
得
控
除
の
一
つ

期
1
い
く
富
通
く
0
4
書
一
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、

付
月
し
近
市
会
謡
艶
と
し
て
二
一
、
一
万
円
を
所
得
金
額
力

受
8
詳
お
立
社
請
（
案
一
　
ら
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

O
　
　
O
　
　
　
　
　
　
　
※
　
一
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
②
老
年
者
年
金
特
別
控
除
国
民
年

ド
ド
ロ
ロ
ド
ド
ロ
ロ
ド
ド
ロ
ド
び
ド
ロ
し
ド
し
し
ロ
ロ
じ
ド
ロ
じ
し
し
じ
ド
ロ
じ
じ
ド
ロ
じ
ロ
ロ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
　
　
金
や
厚
生
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
や

か
　
　
　
H
　
　
　
会
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
、

ら
　
　
　
9
　
　
　
大
　
　
　
　
㎜
　
　
恩
給
の
収
入
金
額
力
ら
七
八
万
円
を

ひ
　

月
　

階
，
　
…
　
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

が
　
　
　
1
1
　
　
　
4
　
　
　
一

校
　
　
　
ら
　
　
　
・
　
　
　
…
　
　
ま
た
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し
て
い

学
　
　
　
ゆ
　
　
　
舎
　
　
　
　
㎜
　
る
七
〇
歳
以
上
の
お
年
寄
り
と
同
居
し

大
　
　
　
ー
　
　
　
庁
　
　
　
　
一

民
　
5
・
方
象
皿
扶
養
し
て
い
る
納
税
者
は
、
通
常
の
老

謀
　
酬
燗
舘
耐
人
扶
養
控
除
三
五
高
に
寿
円
を
加

め
　
　
　
年
6
　
　
熊
　
　
員
　
…
　
え
た
四
〇
万
円
を
差
し
引
く
こ
と
が
で

た
Q
き
5
7
の
ろ
県
。
人
…
　
　
　
。
　
　
　
，

る
す
　
和
で
こ
玉
室
集
一
　
き
ま
す

け
ま
と
昭
ま
と
埼
議
募
　
…
　
　
く
わ
し
く
は
、
税
務
署
、
税
務
相
談

μ
れ
O
　
　
　
O
　
　
　
O
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
　
室
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　に、自分のペースで学べるという
1　ところにあります。　　　l

i　O受講資格　どなたでも

i　8月1日～、9月30H
i　O詳しい案内書の請求

1　お近くのNHKまたは東京都国
i　立市富士見台2－36、NHK学園
i　社会通信教育係あてハガキでご

，　請求ください。

i（電）0425－72｝3155
i※案内書・送料は無料です。

　　　　　　　　　　　　…
　　　　　　　　　　　・i
　　　　　　　　　　　　l

　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　i
lO入場料　　　　　　　 i
　　　　　　　　　　　　3
　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　…
　　　　　　　　　　　　i

：観光展」を開催します。

　Oと　き『

i　IO月7il㈲～10月12日㈹
：Oところ
：　熊谷八木橋デパート6階

iO内容
i　実演即売や観光案内所の開設・

i　郷土芸能の披露など。

lo問い合せ
i　県商業観光課
：　（電）0488－22－8301（直通）

　　立川清登と愉快な

i　仲問たちコンサート
i　テレビでおなじみのオペラ歌手

iくりひろげるコンサート。オペラ
i歌手がふだん唄わない歌を唄う、

iちょっと変ったコンサートです。

ioとき
1　10月10日　午後5時30分開場

1　　　　　6時開演
i　Oところ　東松山文化会館ホール

i　・A席2，700円、B席2，200円
l　O問い合せと電話予約

i　東松山文化会館
i　（電）0493－24－2011

お年寄りと

　税金

h
弩

　　6㌧　　o
　　●

　　）
，野轟畷i≒
　　■　　　，
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σ
○

鞭　　　畑　　　　　隔撚　　　　　　　　　　　　　鰯

嚢藝畿翻嚢蟻

醇　　　鵬辮轍囎　　繊鱗　　繋

ご
存
知
で
す
か
？

離
農
給
付
金

　
　
　
　
支
給
制
度

一　　　’r』　’、

　　　嚇　ζ　　　・
袈　　　　一　　1　．
髪
。
裡　　一　　　’

雌　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　r　　　　　　　　　び　　　　　　　　　’
　　　　　観
　　　吻　嘲鯉　　　　　亀賦　‘　　一

ず
皿
．

　
農
業
者
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い
人

で
三
〇
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
等
を
持
っ

て
い
る
農
家
が
、
そ
の
農
地
等
を
売
っ

た
り
一
〇
年
以
上
の
期
間
で
貸
し
た
り

し
て
農
業
を
や
め
る
と
き
は
、
次
に
よ

り
六
二
万
円
の
「
離
農
給
付
金
」
の
支

給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

も
ら
え
る
人
は

●
経
営
主
が
六
〇
歳
以
上
の
農
家

●
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
農
家

●
経
営
面
積
が
五
〇
ア
ー
ル
未
満
農
家

　
農
家
を
や
め
る
と
き
に
は
、
一
〇
ア

ー
ル
未
満
の
農
地
等
に
つ
い
て
は
残
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

（

（

O
受
験
資
格

　
　
日
本
国
籍
を
有
す
る
十
八
歳
以
上

　
二
十
五
歳
未
満
の
者

0
身
分
　
特
別
職
国
家
公
務
員

O
給
与

　
　
初
任
給
九
万
六
千
二
百
円
、
賞
与

　
年
三
回
（
四
・
九
カ
月
分
）

O
特
典

　
　
技
術
教
育
で
各
種
国
家
免
許
取
得

　
や
、
許
可
さ
れ
れ
ば
大
学
二
部
、
定

　
時
制
高
校
等
へ
の
通
学
、
通
信
教
育

　
の
機
会
が
あ
り
ま
す
。

O
問
合
せ

　
　
熊
谷
募
集
事
務
所
・
（
電
）
二
二
ー

　
四
八
五
五
か
、
役
場
住
民
課
へ
。

　
　
　
＊
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
＊

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
下
さ
い

●
経
営
移
譲
年
金
を
も
ら
え
る
人
は
離

農
給
付
金
は
も
ら
え
ま
せ
ん
。

●
立
派
な
後
継
者
が
い
た
の
に
後
継
者

移
譲
を
し
な
か
っ
た
人
は
も
ら
え
ま

せ
ん
。

●
売
っ
た
り
貸
し
た
り
す
る
相
手
方
は

農
業
者
年
金
の
加
入
者
に
限
り
ま
す
。

　
な
お
、
相
手
方
が
加
入
者
で
あ
っ
て
も

売
り
手
（
貸
し
手
）
の
子
供
、
そ
の
他

直
系
卑
族
の
場
合
は
も
ら
え
ま
せ
ん
。

▼
農
地
を
処
分
し
て
農
業
を
や
め
よ
う

　
と
考
え
て
い
る
方
は
な
る
べ
く
早
く

農
業
委
員
会
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
年
金
か
ら

　
〈
国
民
年
金
の
保
険
料
は
忘
れ
ず
に
〉

　
国
民
年
金
の
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
も
う
一
度
お
確
か
め

下
さ
い
。

　
保
険
料
を
納
め
忘
れ
ま
す
と
、
万
一

事
故
が
あ
っ
た
と
き
、
障
害
年
金
や
母

子
年
金
な
ど
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
納
め
忘
れ
の
ま
ま

二
年
を
経
過
す
る
と
、
あ
と
か
ら
は
納

醐
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、

将
来
、
老
齢
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ

と
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
保
険
料
は
忘

れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
　
〈
受
け
ら
れ
る
年
金
は
ひ
と
つ
〉

　
国
民
年
金
制
度
に
は
、
各
種
の
給
付

が
あ
り
ま
す
が
、
受
け
ら
れ
る
の
は
一

つ
で
す
。

　
例
え
ば
、
障
害
年
金
を
受
け
て
い
る

，
主
婦
が
、
夫
の
死
亡
に
よ
り
、
母
子
年

金
の
受
給
資
格
を
有
す
る
場
合
で
も
、

両
方
の
年
金
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
若
い
と
き
事
故
に
あ
い
、
障
害
年

金
を
受
け
て
い
る
方
が
、
六
五
歳
に
な

り
、
老
齢
年
金
を
受
け
る
資
格
が
つ
い

た
と
き
、
受
け
る
年
金
は
一
つ
で
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
は
い
ず
れ
も
自
分
に

有
利
な
年
金
を
選
ん
で
、
　
「
国
民
年
金

受
給
選
択
申
出
書
を
提
出
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
く
わ
し
ぐ
は
役

場
の
年
金
係
へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。
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三
角
巾

　
三
角
巾
は
、
そ
の
ま
ま
の
形
や
、
た

た
ん
で
包
帯
の
よ
施
に
用
い
ら
れ
る
三

角
形
の
布
で
す
。
大
き
さ
は
、
腕
を
首

か
ら
つ
る
す
な
ど
の
用
途
も
考
え
る
と
、

百
～
百
十
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
の
正
方
形
の

布
を
、
対
角
線
で
切
っ
た
も
の
が
適
当

で
し
ょ
う
。

　
三
角
巾
に
は
次
の
よ
う
な
役
割
が
あ

り
ま
す
。

　
①
傷
口
に
当
て
た
ガ
ー
ゼ
が
、
ず
れ

　
　
な
い
よ
う
に
押
さ
え
る
。

　
②
き
つ
く
巻
い
て
血
を
止
め
る
。

　
③
骨
折
し
た
個
所
を
固
定
す
る
。

　
こ
の
役
割
は
包
帯
と
同
じ
で
す
が
、

三
角
巾
は
手
や
足
全
体
が
包
め
ま
す
か

ら
、
包
帯
で
は
カ
バ
ー
で
き
な
い
大
き

な
ケ
ガ
の
と
き
役
立
ち
ま
す
。
結
び
方

を
覚
え
て
、
十
分
に
使
い
こ
な
せ
る
よ

う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

結
び
方
い
ろ
い
ろ

　
三
角
巾
を
広
げ
、
底
辺
の
中
央
に
患

者
の
手
首
や
足
首
が
く
る
よ
う
に
置
き

騨

蕊

ま
す
。
次
に
頂
点
の
部
分
を
折
り
返
し

て
甲
の
上
に
の
せ
、
両
端
を
交
差
さ
せ

て
手
首
、
足
首
で
結
び
ま
す
。

㊥
　
ひ
じ
を
頂
点
の
側
、
指
先
を
底
辺
の

側
に
し
て
、
底
辺
の
中
央
よ
り
少
し
前

方
に
腕
を
当
て
ま
す
。
次
に
、
胸
に
接

響

輪

￥
す
る
方
の
端
を
反
対
側
の
肩
に
回
し
て
、

首
の
後
ろ
で
も
う
一
つ
の
端
と
結
び
ま

す
。
頂
点
は
前
に
折
り
返
し
て
安
全
ピ

ン
で
止
め
ま
す
。

㊧
　
底
辺
を
六
セ
ン
チ
ほ
ど
折
り
、
折
り

返
し
を
外
側
に
し
て
眉
の
少
し
上
に
当

て
ま
す
。
次
に
、
頂
点
を
後
ろ
に
垂
ら

し
た
ま
ま
、
両
端
は
耳
の
上
を
通
し
て

後
頭
部
で
交
差
さ
せ
、
額
で
結
び
ま
す
。

　
さ
ら
に
頂
点
を
引
っ
張
っ
て
タ
ル
ミ

＼

’

鳳

を
な
く
し
、
上
に
折
り
返
し
て
、
後
頭

部
の
三
角
巾
が
交
差
し
て
い
る
部
分
に
、

差
し
込
み
ま
す
。

　
頂
点
切
部
分
を
肩
に
当
て
て
負
傷
し

た
個
所
ゆ
垂
ら
し
、
底
辺
の
中
央
が
肩

の
下
に
く
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　
三
角
巾
が
大
き
す
ぎ
る
場
合
は
底
辺

を
折
っ
て
調
節
し
て
く
だ
さ
い
。
次
に

両
端
を
後
ろ
に
回
し
て
結
び
ま
す
が
、

な
る
べ
く
肩
に
近
い
と
こ
ろ
で
結
ぶ
よ

病
、
、

央　
　
　
　

の
　
目
目

　
　
び
び

　
　
結
結

う
に
し
ま
す
。
　
（
結
び
目
1
）
。
　
こ
の

と
き
結
ん
だ
両
端
の
一
方
を
長
く
余
し

て
、
肩
の
上
で
頂
点
と
結
び
ま
す
（
結

び
目
2
）
。

　
　
　
目
　
　
　
　
　
　
　
　
、

、
議
結び

マ’
し
噸

●

鑛鰐
　
防
災
行
政
無
線
は
よ
く
聞
こ
え
ま
す

か
？
も
し
雑
音
が
入
り
聞
き
に
く
く
な

っ
た
、
あ
る
い
は
放
送
が
ま
っ
た
く
聞

こ
え
な
い
な
ど
、
無
線
機
が
故
障
し
た

ら
、
す
ぐ
役
場
総
務
課
の
無
線
係
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
な
る
べ
く
早
く
指
定

業
者
が
修
理
に
伺
い
ま
す
。

　
最
近
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
が
見
ず
ら
い

と
い
う
苦
情
が
何
件
か
役
場
に
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　
も
し
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
が
見
ず
ら
い
場

合
、
位
置
を
な
お
せ
る
も
の
は
お
手
数

『
で
も
な
お
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
く
わ
し
く
は
役
場
総
務
課
、

交
通
安
全
係
へ
。

）

v

人
事
消
息

　
　
　
　
七
月
中
受
付

　
　
　
　
敬
称
略

お
誕
生
（
カ
ッ
コ
内
保
護
者
）

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

野
　
原

　
杉
田
　
和
美
　
長
女
（
光
　
弘
）

　
茂
木
　
美
香
　
長
女
（
元
　
晴
）

干
代

　
飯
尾
　
公
裕
　
長
男
（
正
　
裕
）

押
　
切

　
松
本
　
智
恵
　
長
女
（
悦
　
史
）

御
正
新
田

　
森
田
　
聡
美
　
長
女
（
博
　
章
）

ご
逝
去
（
カ
ッ
コ
内
・
年
齢
）

　
お
悔
や
み
申
し
あ
げ
ま
す
。

押
　
切権
田
常
秋

三
　
本

　
並
木
広
治

板
井

　
小
林
金
太
郎

（
59
）

（
4
1
）

（
57
）




